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※1台の端末で二重ログインは禁止です。 
１．「事業月報メニュー」の説明【都道府県版】 

 
（１） 各部の説明 
№ 説      明 

① 現在の対象年月を選択・表示します。 

※ここに表示されている年月が、全様式全てに共通の年月になります。 

② 設定されている、都道府県番号・都道府県名を表示します。 

③ 

④ 

③「実行する処理」と④「処理進行状況」は連動しています。 

実
行
す
る
処
理 

集 計 処 理 

保険者データの集計を行います。 

都道府県では、「都道府県計」「市区町村計」「組合計」を作成します。 

支庁では、「支庁計」を作成します。 

入 力 処 理 
各集計結果の確認を行います。 

様式の選択は、各様式のボタン⑥をクリックして下さい。 

チ ェ ッ ク 処 理 集計結果の整合性チェックを行います。 

印 刷 処 理 
集計結果の印刷を行います。 

「都道府県計」「市区町村計」「組合計」が一括・個別で選択できます。 

計 算 式 各様式の計算式仕様をＰＤＦで表示します。 

処
理
進
行
状
況 

保 険 者 処 理 
水色になっている場合は、保険者データの読込み又は、各保険者 

の処理を完了して下さい。 

集 計 処 理 水色になっている場合は、集計処理を実行して下さい。 

入 力 処 理 
確認処理は、チェック処理と連動しています。 

集計結果の確認に問題なければ、チェック処理を行って下さい。 

チ ェ ッ ク 処 理 水色になっている場合は、チェック処理を実行して下さい。 

デ ー タ 出 力 処 理 
水色になっている場合は、データ入出力処理ボタンをクリックして 

報告データを作成して下さい。 

当 月 度 処 理 完 了 当月の処理が全て完了すると、水色になります。 

 
 
 

① ② 

③ 

④ 

⑧ 

⑨ 

⑩ 

⑦ 

⑥ ⑤ 

⑥ 

⑫ 

⑬ 
⑭ 

⑮ 

⑪ 



2 
 

№ 説      明 

⑤ 

設定年月のデータが、ある場合に「有」になります。ない場合は「無」の表示です。 

入力処理を行う前は「無」。入力処理を実行すると「有」になります。 

複数様式を選択する場合のチェックボックスです。印刷処理の場合に有効です。 

⑥ 

事業月報Ａ表 事業月報Ａ表の処理を実行します。 

事業月報Ｂ表（前年度） 
Ｂ表は４・５月については出納閉鎖の関係で、新・旧両年度のデータを

作成します。旧年度の場合選択します。 

事業月報Ｂ表 事業月報Ｂ表の処理を実行します。 

事業月報Ｃ表(１) 事業月報Ｃ表(１)の処理を実行します。 

事業月報Ｃ表(２) 事業月報Ｃ表(２)の処理を実行します。 

事業月報Ｃ表(３) 事業月報Ｃ表(３)の処理を実行します。 

事業月報Ｅ表（前年度） 

Ｅ表は４・５月については出納閉鎖の関係で、新・旧両年度のデータを

作成します。旧年度の場合選択します。 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｅ表 
事業月報Ｅ表の処理を実行します。 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｆ表(１) 
事業月報Ｆ表(１)の処理を実行します。 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｆ表(２) 
事業月報Ｆ表(２)の処理を実行します。 

 ※令和８年４月以降は非活性となります。 

事業月報Ｃ表一般分 事業月報Ｃ表一般分の数値参照および印刷を行います。 

事業月報Ｆ表一般分 事業月報Ｆ表一般分の数値参照および印刷を行います。 

⑦ データ出力処理 厚生労働省への報告データの作成を行います。 

⑧ 保険者処理 
各保険者の様式処理が行えます。「保険者処理」メニューに移ります。 
※保険者処理の操作につきましては、「保険者処理」メニュー内の 
「処理の操作手順」をご参照ください。 

⑨ 進行状況の確認 各保険者の進行状況を確認できます。 

⑩ 一括処理 
集計処理・チェック処理・印刷処理について全様式一括で処理する場合

にクリックして下さい。 

⑪ 複数範囲月の帳票をまとめて印刷する場合に使用します。印刷処理の場合に有効です。 

⑫ 経理状況も印刷する 
平成２０年４月以降に、国様式から削除された経理状況も印刷する場合

にチェックを付けます。 

⑬ 一括チェック日 一括チェック処理を実施した日時を表示します。 

⑭ 最終印刷日 いずれかの様式を印刷した日時を表示します。 

⑮ 終了 事業月報処理を終了します。 
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２．事業月報処理の進め方【都道府県版】 
 

 実 行 す る 処 理            処理の進行状況 
集計処理 入力処理 ﾁｪｯｸ処理 印刷処理 実行前 実行後 

（１）保険者処理     水色 黄色 
・保険者のデータ受付け及び、保険者データの確認・修正作業を行えます。 

 
    
（２）集計処理 ●    水色 黄色 

・保険者の処理が終了した後に実行して下さい。「都道府県計」「市区町村計」「組合計」の各データを

作成します。 
・保険者のデータを修正した場合は、再度集計処理を行う必要があります。 
・保険者の処理とは・・・ 
①保険者の報告データの受付け 

  ②保険者データの確認・修正 
※保険者データを修正した場合は、その保険者については当月処理が完了していない状態になります。 
 保険者毎に「当月処理完了」の状態まで処理していなくても、「集計処理」は実行できます。 
※但し、データの確認・修正を行った保険者については、必ず「チェック処理」までは完了させて下さ 
 い。保険者データの整合性が取れずに、集計が正しく行えなくなる原因となります。 

    
（３）入力処理  ●   水色 水色 

・集計結果の確認です。 
・都道府県で処理する様式・項目について入力を行って下さい。 
※集計結果に誤りがあった場合は、必ず保険者データを修正した後、再度集計処理から行って下さい。 
※チェック処理まで完了すると、「処理の進行状況」が黄色になります。 

    
（４）チェック処理   ●  水色 黄色 

・集計データの整合性チェックです。 
・チェック処理の完了は自動判定ではありません。チェック処理終了時にチェック処理終了の確認画面

が表示されますので、チェック終了と判断した場合は、チェックボックスにチェックして下さい。 
・チェック処理まで終了すると、「入力処理」「チェック処理」の進行状況が黄色になります。 
※集計結果に誤りがあった場合は、必ず保険者データを修正した後、再度集計処理から行って下さい。 

    
（５）印刷処理    ● - - 

・集計結果の印刷を行います。 
・「都道府県計」「市区町村計」「組合計」の各様式は、一括・個別を選択できます。 
※最終印刷日は一括チェック日よりも後になるように作業してください。 

    
（６）データ出力処理     水色 黄色 

・「データ入出力処理」ボタンをクリックして、厚生労働省への報告データを作成して下さい。 
 
    
（７）当月度処理完了     水色 - 
   ・以上で、当月の処理は終了です。 
 
 
※処理進行状況が水色になっている処理を行って下さい。 
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３．保険者処理を完了するには 

（１） 都道府県処理において、保険者処理を完了するための条件は、集計対象となる全保険者の処理が「当
月度処理完了」になる必要があります。 

（２） 保険者の処理を全て「当月度処理完了」にするためには 
①保険者の報告データの読み込み 
 ・保険者の報告データを読み込んだ時点で、その保険者については「当月度処理完了」となります。 
②保険者データの入力を、都道府県システムで行う 
 ・入力した保険者について、「チェック処理」まで完了すると、「当月度処理完了」となります。 
上記の二点が条件となります。 

※データを読み込んだ場合、直接入力した場合、どちらも保険者の入力画面を開いた時点でその保険者 
について、当月度処理は完了していない状態になりますので、チェック処理まで完了させて下さい。 

 
  
 
 

「保険者処理」ボタンを

クリックします。 
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（３）「保険者処理」ボタンをクリックして下さい。 

①左図の「保険者処理」メニューが表示されます。 
②直接データの入力を行う場合は、保険者版マニュ  
アルを参照して「チェック処理」まで完了させて  
下さい。 
③データを読み込む場合は「データ入出力処理」ボ 
タンをクリックして下さい。 

 
 
 

 （４）データ入出力処理画面が表示されます。 
※画面の詳細は、「保険者処理」の「処理の操作手 
順」をご参照下さい。 
手順は次の通りです。 
①読込む年月を指定します。 
 ※開始年月・終了年月共に同じ年月を指定し 
  ます。 
②入力処理を選択します。 
③報告書形式を選択します。 
④入力処理の時は自動的に全保険者が選択されま 
す。 

⑤圧縮ファイルを読み込む時にチェックを付けま 
す。 
⑥クラウド運用の場合、①～⑤までの設定を確認 
しましたら「設定された条件で実行します」ボ 
タンをクリックします。 
スタンドアロン運用の場合、①～⑤までの設定 
を確認しましたら、⑦「ファイルの選択」ボタ 
ンより取り込みを行う保険者データを選択し、 
「設定された条件で実行します」ボタンをクリ 
ックします。 
その際、圧縮ファイル形式で入力処理を行うこ 
とで、複数保険者一括で取込が可能です。 

 
 

①  

② 

③ 

⑥ 

④ 

⑤ 

報告データを 
読み込む場合は、 
ここをクリック 

⑦ 
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（５）各様式のデータベースに展開する保険者の選択画面が表示されます。 

①データの読み込みを終了すると左図の画面が 
 表示されます。 
②各様式に展開を行う保険者の選択欄をチェ 
ックして、「読込開始」ボタンをクリックし 
て下さい。 
③保険者報告データの読み込みは終了です。 
 
 
 
 

選択が出来ましたら 
「読込開始」ボタンを 
クリックします。 

読み込みを行う保険者 
を選択します。 
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 ※データ読み込みの仕組み 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

一時保管 
場 所 

次のデータ 

展開データの選択 

各様式に 
データを 
展開 

有り 

無し 

①読み込んだデータを一時保管場所にため込みま 
す。 

 
②読み込むデータがなくなるまで繰り返し 
ます。 

③各様式のデータベースに展開するデータを選択 
します。 

 

④各様式のデータベースに選択されたデータを 
展開します。 

 
※この時、都道府県番号や保険者番号が間違って 
いるデータは展開されません。 
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４．保険者のデータを集計するには 

 
（１） 集計対象の保険者の処理が全て完了していることが条件となります。 

処理の進行状況は「集計処理」、実行する処理は「集計処理」がそれぞれ選択されていることを確認 
後「一括処理」ボタンをクリックして下さい。 
※集計対象の保険者の変更は、「コクホ・ライン総合管理メニュー」＞「補助処理」＞「報告マスタ 
の設定」より可能です。 

 
 
 ★各保険者の進行状況は「進行状況の確認」で確認することが出来ます。 
 
 
 
 

「集計処理」が 
チェックされている 
ことを確認して下さい。 

水色になります。 

「一括処理」ボタンを 
クリックします 
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５．集計結果を確認するには 

  
（１）都道府県の集計データは三種類あります。 

①都道府県計・市区町村計・組合計の三種類の集計データより、実行する処理を入力処理にし、確認

するデータを選択します。 
（２） 確認したい様式のボタンをクリックして下さい。 

該当する画面が表示されます。 
※データの修正が可能ですが、修正する場合は市町村・国保組合側のデータを修正し、集計処理を

再度実行するようにして下さい。 
 

① 

「入力処理」と 
「チェック処理」が 
水色になります。 
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６．集計結果の整合性をチェックするには 

（１）“チェック処理”とは、様式間のデータ整合性をチェックする処理です。チェック結果は画面・印刷 

にてそれぞれ確認することができます。 

チェック方法は、「一括処理」にて行います。 

 

 

 

「チェック処理」が 
チェックされている 
ことを確認して下さい。 

「入力処理」と 
「チェック処理」が 
水色になります。 

① 
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（２）「一括処理」ボタンをクリックし、処理が完了すると「確認保険者選択画面」が表示されます。 
各保険者のエラー有無を表示します。それぞれのエラー内容を確認する場合は「確認」ボタンをクリック 
します。 

 
 

保険者のエラー内容を 
確認したい場合は、 
こちらを選択します。 
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（３）「確認」ボタンをクリックすると、「事業月報チェック結果（様式別エラー有無）」画面が表示されます。 

各様式のエラー有無を表示します。様式名の表示順は帳票順に表示されます。４月・５月分におきまして

は先に前年度分の帳票順、続いて新年度分の帳票順に表示されます 

 
（４）エラー有無の確認後、エラーの詳細を確認します。 

各様式のエラー内容を確認する場合は「内容」ボタンをクリックします。 

各様式のエラー内容を 
確認したい場合は、 
こちらを選択します。 
 

全様式のエラー内容を 
確認したい場合は、 
こちらを選択します。 

全様式のエラー箇所だけを 
確認したい場合は、 
こちらを選択します。 
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（５）「事業月報チェックリスト」が表示されます。「事業月報チェック結果」画面にて全様式のエラー内容を選

択した場合、様式の表示順は帳票順に表示されます。４月・５月分におきましては先に前年度分の帳票順、

続いて新年度分の帳票順に表示されます。 
チェック内容を確認後「終了」ボタンをクリックします。 

 
整合性のチェックの結果を印刷することができます。 

整合性のチェックの結果を PDF で保存することができます。 

 

① エラーコードを表示します。 

② 現在表示されているチェックの対象となっている様式名が表示されます。 

③ 整合性チェックの内容です。式は項目番号で表現されており、項目番号は入力画面に表示されています。 

④ チェック式の左辺の値を表示します。 

⑤ チェック式の右辺の値を表示します。 

⑥ 整合性チェックの結果が×・△の場合に左辺と右辺の差額を表示します。 

⑦ 整合性チェックの結果を表示します。 

⑧ 事業月報チェックリスト画面が終了します。 

 

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ 

⑧ 

⑦ 
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（６）事業月報チェック結果画面に戻りますので「終了」ボタンをクリックします。 

チェック完了画面が表示されます。 
 

（７）データ修正を行う場合は、何もチェ 
ックせず「終了」ボタンをクリック 
します。 
（≪チェック後の修正処理≫へ） 
 
チェックが完了した場合は、チェッ 
クボックスにチェックします。 

 
 
 
 
 

≪チェック後の確認≫ 
チェック処理を終了すると、事業月報のメインメニューに戻りますので、実行する処理で「入力処理」 
が選ばれている事を確認してからエラーのある様式をクリックします。エラーのある様式を選択すると 
入力画面が表示されます。さらに「データチェック」ボタンを押下すると PDF画面が表示され、項目 
番号のところに「ＥＲＲ」と表示されます。なお画面下部にエラー件数が表示されます。 

 
 
★同様に他の様式でエラー箇所があった場合は全ての様式のエラーを修正して再度チェックを行って下

さい。  

チェック処理を完了する場合は 
チェックしてください。 

再度「データチェック」押下後、エラー項

目に「ERR」と表示されます。 
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７．集計結果の印刷を行うには 

 
（１）様式を印刷するには、特定様式の印刷もしくは全様式一括の印刷となります。 
   ①特定様式の印刷 

実行する処理で印刷処理ボタンをチェックし、各様式のボタンをクリックすると、クリックされた

様式のみ画面表示・印刷されます。 
②全様式一括印刷 

    「一括処理」ボタンをクリックすると、全ての様式が画面表示・印刷されます。 
   ③複数の特定様式の印刷 

各様式のボタン横にあるチェックボックスで、印刷したい帳票を複数選択し、「選択処理」ボタン 
をクリックすると、選択された様式のみ印刷されます。 

   

 

「印刷処理」が 
チェックされている 
ことを確認して下さい。 

① 

② 

③ 
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（２）複数範囲月まとめて帳票を印刷する場合は、実行する処理の印刷処理の横にあるテキストボックスに

開始年月・終了年月を入力します。 
印刷方法は全様式一括印刷、特定様式の印刷、複数での特定様式の印刷がご利用いただけます。 

※チェックボックスは、実行する処理にて印刷処理を選択すると有効になります。 

 

  （３）それぞれの方法を選択して印刷処理を実行すると、PDF表示画面が出ますので選択された条件 
で印刷を実行する場合には「プリンタボタン」を、処理を取り消す場合もしくは終了する場合は右

上「×」ボタンをクリックして下さい。 

 
  

※Ｅ表で経理状況も印刷する場合は、「経理状況も印刷する」にチェックを付けてください。 

 
※印刷物の下に「※一括エラーチェック処理を行ってください。」と記載されている時は 

 チェック処理が未完了状態ですので、一括チェック処理を行いチェック完了にして下さい。 

 

印刷を行いたい開始年月・終了年月

を入力し印刷処理を実行します。 
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８．報告データを作成するには 

 
（１）データ出力を実行します。「データ出力処理」ボタンをクリックして下さい。 
（２）データ入出力処理画面が表示されます。 

① 出力ファイルを圧縮する場合はチェックを付けます。 
② 入出力の設定は出力処理を選択します。 

④ 

① 

② 

① 

「データ出力」が水色に
なります。 

③ 
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③ 出力データの内容は、平成 30年 3月までは「集計表のみ」を選択してください。 
平成 30年 4月以降は「全保険者」を選択してください。 

④ 「設定された条件で実行します」ボタンにて実行します。 
下記の確認ダイアログが表示されますので、「はい」ボタンをクリックして下さい。 

 
 

 ⑤｢保存」を選択します。 
※「保存」を選択すると、ダウンロードフォルダ 

に格納されます。 
指定のフォルダに保存したい場合は「名前を付け

て保存」を選択し、任意のフォルダに保存します。 
(下記例はD:¥KOKUHO_NETフォルダに格納 
しております) 
 

下向き矢印をクリックすると「保存」ボタ

ンが表示されます。 
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９．当月度処理完了 

 （１）「処理進行状況」の「当月度処理完了」が水色に変わりましたら、当月の処理は全て完了です。 
 
 
 

「当月処理完了」が

水色になります。 
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１０．入力に関する注意事項について 
 

１．入力文字に関する注意事項について 

文字入力項目（備考欄）について以下の文字が禁則文字扱いとなり、入力できない仕様となっています。 

  ①半角カンマ（,） 

  ②半角シングルクォーテーション（‘） 

  ③半角ダブルクォーテーション（”） 

  ④半角セミコロン(;) 

 

２．入力文字に関する注意事項について 

  数値入力項目には桁数入力制限があります。 

   ①白色項目：12桁 

   ②黄色項目：12桁 

   ③青色項目：12桁 

 

 上記桁数を超えた入力を行うと下図のエラーメッセージ（value too long type character warning･･･） 

が出ますので、項目の桁あふれを確認下さい。 
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